
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年5月8日（木）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：菊地　裕実果
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	坂本
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	田浦
	永瀬

	〇
	休
	深
	準
	深
	　○
	○
	○
	　○
	傷病

	木村(直)
	橘
	木村
（佐）
	坂澤
	角濱
	矢幅
	橋本
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺

	○
	準
	○
	〇
	〇
	〇
	〇
	休
	準
	休

	織田
	久保
	ラダ
	エカ
	上野(由)
	細海
	
	
	
	

	○
	深
	休
	　遅B
	〇
	〇
	　
	
	
	



＜連絡事項＞
・病棟管理日誌の隔離処遇制限患者様の入力方法について一部変更（赤字の内容）しております。
各自病棟管理日誌を参照して下さい。

＜入室状況＞
【入院】
・野沢　トミヨ様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院
・田島　達三様～東病棟Bユニット2号室へ任意入院
・大平　香奈様～東病棟Aユニット11号室へ医療保護入院
【転出】
・櫻田　華様～東病棟Bユニット1号室から西病棟Bユニット25号室
【転入】
・藤井　理代様～西病棟Bユニット22号室から東病棟Dユニット19号室
【ユニット移動】
・小林　肖子様～東A11号室→東B1号室
・出町　京子様～東B1号室→東D20号室

＜患者様連絡事項＞
・北川　ミドリ様～6月以降でご家族が主治医面談を希望あり。主治医に確認し6/3　15：00～内科診察室予約済。

・藤井　理代様～ゼプリオン水懸筋注１５０ｍｇシリンジ処方あり、右肩に実施している。

・川村　貞子様～小栁Drよりアリピプラゾールは飲み切り中止の指示受ける。

・西舘　ミネ様～小栁Drよりメネシット飲み切り中止の指示受ける。

・古舘　正行様～ミキサーハーフ食、補食付きへ食事変更

・庭　久男様～食事量少なめ、食事に補食付きとなる。

・西舘　ミネ様～小栁DrよりDATスキャンの結果が出たため主治医面談の日程調整について指示あり。月曜日か火曜日の15：00～での調整ができないが家族様へ連絡するも繋がらず。折り返しありましたら上記説明、日程調整をお願いします。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中に他者への迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中は不穏興奮や飲水の頻回さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。


＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　理佳様～主治医診察にて、処方変更せず経過継続の指示あり。

・船場　紀世子様～入院当初より精神症状安定し大声、不穏、夜間不眠等は目立たないことを情報提供。主治医より処方変更せず経過観察継続し、退院支援も進めるよう指示あり。

・古舘　正行様～本人様の身体症状、排泄状況、食事摂取状況について情報提供。主治医より食事増量許可あり、酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ　3 錠（1日3回　毎食後）の追加処方あり。

・菊池 未悠様～診察時退院後、彼氏と同居予定のため関東の精神科のクリニック（川崎メンタルクリニック）へ通院したいと希望あり。主治医よりPSWを通して、退院後の初診日を明確にしてもらうよう指示あり。処方変更なし。


・貝守 貴志様～妄想言動あるが、衝動行為や粗暴行為なく経過していることを情報提供。診察中両親との関係性が悪く、退院後に同居するとトラブルへ発展する可能性が高いため、彼女と同棲したいと発言あり。また、「退院に向けて外出して彼女と会いたい」「両親とは縁を切るって話したい」といった発言聞かれるが易怒性なし。主治医より、家族との同居は望まず、彼女様との同棲を希望されていることを両親へお伝えするよう指示あり。また彼女様の受け入れ状況を確認し、困難な場合は施設入所を目指す方向で退院支援を進めるよう指示あり。

・宮崎 宏之様～主治医より処方変更せず、経過観察継続の指示あり。

＜田名部Dr診察＞
・各患者指示、薬の変更や追加等なし。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年5月8日　　10：55
　氏　　名：野沢 トミヨ（のざわ　とみよ）様
　生年月日：昭和18年11月21日(81歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr　サポート医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　階上町の自宅にて単身生活中（夫は十数年前に他界している）。
　7年程前より、「座布団がなくなった、持って行ったか？」と長女
　を疑うような発言が聞かれるようになり、その後も布団や鍋等の
　日用品がなくなったと頻回に訴えるようになっていた。近所の人
　から「物を盗られたということがよくあるから、頭の検査をして
　もらった方がいいよ」と言われ、大里脳神経クリニックを受診し
　検査、異常なしとの診断を受けている。5年程前からは、「近所
　の人に布団や食器、鎌を盗まれた」「自分が持っていた物と交換
　していった、自分のではない物がある」と話すようになり物が盗
　まれたと警察に何度も相談し、自宅に監視カメラを設置している。
　R5年に入り登記簿を次男様に変更し税金の支払い等も次男様が行
　っているが、登記簿がなくなったと何度も長女様に電話をしてい
　る。また、家の鍵を失くした際、鍵を盗まれてスペアキーを作ら
　れ家に入られていると思い込み、鍵屋を呼んで家のあちこちの出
　入り口のカギを変えてしまい、家族が自宅に入れなくなることが
　あった。被害妄想、窃盗妄想は続いており、近隣住民からも苦情
　を受けたり病院受診を勧められている状況にあり、鑑別診断と専
　門治療を希望されR5年７月５日当院初診。内服加療開始し、状態
　落ち着いており定期的に受診継続していたがR6年１２月頃より物
　盗られ妄想再燃。５月７日、長女来院。以前もあったが最近また
　畑の杭を抜いて持って帰る行為や、近隣住民から「畑に何か撒い
　ている」と報告があったと相談あり。長女も体調を崩し泊まりで
　の見守りが難しいため施設や入院も検討した方がよいだろうかと
　話があり、入院調整を行い本日入院となっている。

＜入院患者情報②＞

　日　　時：令和7年5月8日　12：49　
  氏　　名：田島　達三（たしま　たつみ）様
　生年月日：平成3年3月29日(34歳)
　病　　名：双極性障害
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　　営農大学校卒業後、農薬の卸売り会社にて営業担当として就職。H27
　　年頃に誘因なく抑うつ気分、意欲低下、睡眠障害、食欲低下等が出現し
　　持続していた。H28年6月末、十二指腸潰瘍と診断され、1ヶ月間休職し、
　　H28年8月に職場復帰。しかし、出勤すると手が震えることや、会話に集
　　中できず聞き漏らすことが増えていた。また、食欲低下、睡眠障害等の
　　症状も持続していたため、H28.9.21当院を初診。以後、当院への通院を
　　継続していたが、H30.8.13を最後に自己中断あり。以後も陸上自衛隊と
　　して勤務していた。令和6年9月頃に、職場で昇格試験があったが、試験
　　中は自身が思っていた通りの解答や動きができないことがありモヤモヤ
　　感があった。同時期より、夜間の不眠や人の話を聞いても内容が入って
　　こない感じがあるとのことで、職場のカウンセラーに相談したところ、
　　専門医療機関の受診を勧められたとのことでR6.11.12再受診となる。以
　　後、薬剤調整を行っているが、抑うつ気分、思考抑制、食思低下が続い
　　ている。診察の結果、外来での治療も改善なく症状が遷延しているため
　　症状改善目的にて、本日東病棟Bユニットへ任意入院となる。

＜入院患者情報③＞
日　　時：令和7年5月8日　15：07　
  氏　　名：大平 香奈（おおひら　かな）様
　生年月日：平成16年4月19日(21歳)
　病　　名：軽度知的障害　転換性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　診察医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　青森県で出生している。母親は5回の結婚歴があり、父違いの兄弟がいる。
　　軽度知的障害（IQ；５１）の診断がついていて、10歳時に両親は離婚、父
　　親と弟とくらすようになっていた。中学は養護学校に進学している。平成
　　29年から青森県から父の実家のある福島県に転居して石川支援学校高等部
　　に進学していた。令和5年に高校卒業して就労支援B型に通所を始めている。
　　同年9月からはグループホームに入所生活も行っていた。令和6年12月27日
　　に、青森県の母親のもとで暮らすことを決めて、三沢市に転居していた。
　　福島県白河市にある南湖こころのクリニックからの紹介でおおぞらクリニ
　　ック初診している。以後通院治療を続けてきていたが、5月に入った頃から、
　　SNSで知り合った男性と一緒に出掛けようとしたり性的に逸脱したメールの
　　やりとりなどもみられるようになっていた。また、金銭面で借金をするよう
　　な浪費傾向もみとめるようになったことで、情緒・行動面の障害が顕著にな
　　っていたとみられる。元からあった症状であるが偽てんかん発作が多く生じ
　　るようになってもいた。母親と生活していたが、母も知的障害をもった人で、
　　Ptの言動に対する理解ができないことでストレスをぶつけるようなこともあ
　　った。こうしたことでPtと母親を分離して暮らさせるようにして、姉のとこ
　　ろで同居生活をしていた。しかし、上記のような精神状態にて、姉も疲弊す
　　るようになって、5月8日に、予定外でクリニック受診。車椅子上で座ったま
　　ま、首は後屈させて、閉眼していて呼名にも反応はしない状態であり、昏迷
　　状態とみられた。右上下肢を軽度に痙攣させている。転換性症状と考えられ
　　たため、ホリゾン注射をしていたが、相談員や姉とも話し合って、入院希望
　　が聞かれたため、本日午後当院に受診。
[bookmark: _GoBack]　　診察の結果、本日Aユニットに医療保護入院となる。
